
団体保険の保有契約高が14兆円を突破 

■ 団体保険の保有契約高推移 （億円） 

主力商品である団体信用生命保険の好調な販売を受

けて、団体保険の保有契約高は今期も引き続き増加し、

対前年度末比12.6%増の14兆5,876億円となりました。 

保険料等収入も順調に増加 

■ 保険料等収入 （億円） 

2013年度 

健全性の堅持 

■ ソルベンシー・マージン比率 628.4% 

■ 基礎利益 

■ 当期純利益 31億円 

収益の状況 

基礎利益は対前年度比23.8%増の182億円となりました。

当期純利益は主に契約者への配当による利益還元を進

めたことにより同12.6%減の31億円となりました。 

182億円 

カーディフ生命保険会社（カーディフ・アシュアランス・ヴィ）について http://www.cardif.co.jp/vie/ 
カーディフ生命は、フランスを本拠とする世界有数の金融グループBNPパリバの保険事業を担うBNPパリバ･カーディフの日本拠点として、
2000年4月に設立されました。以来、主に銀行をパートナーとして、金融機関の商品と組み合わせることで新たな価値をつくりだす「バンカシュ
アランス」というビジネスモデルで事業を展開しています。特に、住宅ローン返済中にガンと診断された場合、保険金によってローン返済を支援
する「ガン保障特約付団体信用生命保険」を日本で初めて開発するなど、団体信用生命保険を主力商品としています。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

カーディフ生命保険会社  お客さま相談室   TEL: 03-6415-8275 

受付時間9:00～18:00 （月曜日～金曜日、祝日・年末年始を除く） 
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カーディフ生命保険会社（正式名称：カーディフ・アシュアランス・ヴィ、日本における代表者：久米 保則、所在地：東
京都渋谷区）の2014年度（2014年4月1日～2015年3月31日）の業績をお知らせいたします。 

ソルベンシー・マージン比率は、事業の成長に応じてフ

ランス本社からの増資60億円を受けたことで、2013年

度末の598.3%から30.1ポイント増加し、628.4%となり

ました。 

保険料等収入は、住宅ローン保障商品の好調な販売に

より、対前年度比14.6%増の440億円となりました。 
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(1) 保有契約高及び新契約高

・保有契約高 （単位：千件、億円、%）

前年度末比 前年度末比 前年度末比 前年度末比

4 107.1 3 145.5 5 109.0 4 126.9

1 70.0 70 71.6 0 56.6 39 55.9

－ － 129,553 113.6 － － 145,876 112.6

－ － － － － － － －

（注）

・新契約高        （単位：千件、億円、%）

前年度比 前年度比 新契約
転換による

純増加
前年度比 前年度比 新契約

転換による
純増加

0 37.5 0 6.8 0 － 0 116.2 － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － 21 404.7 21 － － － 1 7.0 1 －

－ － － － － － － － － － － －

（注） 1.

2.

新たに当社の団体保険契約の被保険者となった方の人数・金額の推移は、以下のとおりです。

（参考）新規の被保険者数・金額 （単位：千件、億円、%）

前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

121 119.3 24,263 119.2 133 109.8 26,192 108

（注）  件数は被保険者数を表します。

(2) 年換算保険料

・保有契約    （単位：百万円、%）

件　数

件　数 金　額 件　数 金　額

2013年度 2014年度

金　額 件　数 金　額

個人保険

2013年度末 2014年度末

件　数

2013年度 2014年度

区　　分

個人保険

個人年金保険

団体保険

団体年金保険

金　額 金　額

　1．主要業績

新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です（ただし個人変額年金保険について
は、初回保険料相当額を計上しています）。

団体保険の新契約高は、新契約として計上された月の単月の新契約高を表します。

うち医療保障・
生前給付保障等

合計

個人年金保険

区　　分

件　数

個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を合
計したものです（ただし個人変額年金保険の年金支払開始前契約については、基本保険金額を計上しています）。

団体保険

団体保険

団体年金保険

区　　分

個人年金保険

個人保険

65.8

76.9

100.5

353

497

851

前年度末比

2013年度末 2014年度末

340

96.3

58.7

74.3

96.3

前年度末比

340

292

632

353

100.5

 1 カーディフ・アシュアランス・ヴィ



・新契約 　　　（単位：百万円、%）

前年度比 前年度比

30 20.2 12 41.1

－ － － －

合計 30 20.2 12 41.1

うち医療保障・
生前給付保障等

30 20.2 12 41.1

（注） 1.

2.

（単位：百万円、%）

前年度比 前年度比

38,428 111.2 44,054 114.6

813 35.0 1,459 179.4

21,870 94.5 23,884 109.2

49 104.1 52 107.4

13,446 108.1 16,731 124.4

7,961 129.3 11,325 142.3

5,244 102.3 4,756 90.7

（単位：百万円、%）

前年度末比 前年度末比

56,015 102.8 66,302 118.4総資産

区　　分

個人保険

個人年金保険

年換算保険料とは、1回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、1年あたりの保険料に換算し

た金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障給付（特定疾病給
付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾病罹患、介護等を事由とするものを含
む）等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。

保険料等収入

資産運用収益

保険金等支払金

資産運用費用

経常利益

契約者配当準備金繰入額

2013年度 2014年度

2013年度 2014年度

2013年度末 2014年度末

(3) 主要収支項目

(4) 総資産

繰越利益剰余金

区　　分

区　　分
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（単位：千件、億円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

普通死亡 5 4 － － 919 145,876 925 145,881

災害死亡 － － 0 3 － － 0 3

－ － 0 39 － － 0 39

－ － － － 604 100,908 604 100,908

災害入院 3 0 － － － － 3 0

疾病入院 3 0 － － － － 3 0

その他の条件付入院 3 0 － － － － 3 0

6 － － － － － 6 －

（注）1.
2.

3.

4.

死
亡
保
障

その他の保障

入
院
保
障

手術保障

　2．2014年度末 保障機能別保有契約高

項　　　目
個人保険 個人年金保険 団体保険 合計

団体保険の件数は被保険者数を表します。

その他の保障は、団体信用生命保険特定疾病保障特約Ⅰ型（三大疾病の保障）及び団体信用生命保険特定疾病保
障特約Ⅱ型（ガンの保障）の合計額を表します。

生存保障欄の金額は、個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金
支払開始後契約の責任準備金を合計したものを表します(ただし個人変額年金保険の年金支払開始前契約について

は基本保険金額を計上しています)。
入院保障欄の金額は入院給付日額を表します。

生存保障
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　3．2014年度 一般勘定資産の運用状況

(1) 2014年度の資産の運用状況

①     運用環境

②     当社の運用方針

③     運用実績の概況

2014年度の日本経済は、消費増税に伴う需要の反動減などで当初落ち込む場面も見られましたが、雇
用・所得環境の改善を背景に個人消費は持ち直しの動きが見られました。また、為替円安や堅調な米国
経済を支援材料に輸出が増加に転じるなど、年度を通して緩やかな回復基調をたどりました。

こうした国内経済情勢のもと、運用環境は以下のとおりとなりました。

国内株式市場は、米国景気の回復や円安の進行を背景に堅調に推移する中、10月31日の日本銀行によ
る追加金融緩和の決定や年金積立金管理運用独立行政法人の日本株組み入れ比率の引き上げを契機
に一段と上昇する展開となりました。その後も、各国で金融緩和が相次いだことや好調な企業収益が支援
材料となり大きく回復しました。この結果、当年度末の日経平均株価は前年度末比4,379円16銭上昇の

19,206円99銭となりました。

国内長期金利は、日本銀行による量的・質的金融緩和策による好需給を背景に低下基調をたどり、さらに
は原油価格下落によるインフレ期待の後退に起因した追加緩和策を受けて、1月には一時的に過去最低

の0.1%台まで低下しました。その後は、堅調な米国経済から米連邦準備制度理事会による利上げ観測が
高まり米国金利が上昇したことなどに伴い、国内金利もやや反転しました。この結果、当年度末の国内長
期金利は対前年度末比0.240%低下の0.400%となりました。

円ドルの為替相場は、年初は100円台半ばの狭いレンジで推移したものの、年央以降は日本銀行による
追加金融緩和の実施の一方、米国の早期利上げ観測から日米の金融政策の違いが意識される中、12月

には7年4ヵ月ぶりとなる120円台にまで円安ドル高が進行しました。この結果、当年度末の円ドル・レート

は対前年度末比17円25銭円安ドル高の120円17銭となりました。

円ユーロの為替相場は、ウクライナや中東における地政学リスクが意識され緩やかな円高基調が続きま
したが、日本銀行による金融緩和拡大以降は年末まで円安ユーロ高に転じました。その後、欧州中央銀
行理事会で国債買入れを含む金融緩和策が決定されたことやギリシャ債務問題を巡る混乱から年度末に
かけ再び円高ユーロ安に向かう展開となりました。この結果、当年度末の円ユーロ・レートは対前年度末
比11円33銭円高ユーロ安の130円32銭となりました。

当社は、安定した利息収入の確保と資産の健全性維持を目標とした資産運用を行っています。具体的に
は、流動性に配慮しつつ、安全性、収益性の優先順位に基づき、高格付けの円建て公社債を中核とした
運用を行っています。

2014年度末の一般勘定資産残高は、前年度末より12,566百万円増加の62,296百万円となりました。主

な資産構成は国内公社債（国債など）56.9%、外国証券（円建外債）20.0%、その他の証券（マネー・マ

ネージメント・ファンド）8.0%となりました。
資産運用収益は、有価証券利息・配当金が減少したことにより、前年度比22百万円減の318百万円となり

ました。一方で、資産運用費用は前年度比3百万円増の52百万円となりました。この結果、一般勘定資産

運用関係収支は前年度から26百万円減少し265百万円となりました。
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金　額 占　率 金　額 占　率

2,879 5.8 3,516 5.6
－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

42,008 84.5 52,948 85.0
29,507 59.3 35,457 56.9

－ － － －

9,098 18.3 12,488 20.0
公社債 9,098 18.3 12,488 20.0
株式等 － － － －

3,402 6.8 5,003 8.0
－ － － －

48 0.1 48 0.1
3,871 7.8 4,167 6.7

921 1.9 1,614 2.6
－ － － －

49,729 100.0 62,296 100.0
－ － － －

（単位：百万円）

2013年度 2014年度

現預金･コールローン △ 329 636
買現先勘定 － －

債券貸借取引支払保証金 － －

買入金銭債権 － －

商品有価証券 － －

金銭の信託 － －

有価証券 3,791 10,939
公社債 2,172 5,949
株　式 － －

外国証券 818 3,389
公社債 818 3,389
株式等 － －

その他の証券 800 1,600
貸付金 － －

不動産 △ 4 △ 0
繰延税金資産 1,110 296
その他 △ 500 693
貸倒引当金 － －

合計 4,067 12,566
うち外貨建資産 － －

区　　　分

区　　　分
2013年度末 2014年度末

現預金･コールローン

買現先勘定

債券貸借取引支払保証金

買入金銭債権

商品有価証券

金銭の信託

有価証券

公社債

株　式

外国証券

その他の証券

貸付金

うち外貨建資産

(2) 資産の構成
（単位：百万円、%）

(3) 資産の増減

不動産

繰延税金資産

その他

貸倒引当金

合計
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（単位：百万円）

2013年度 2014年度

284 251
預貯金利息 1 2
有価証券利息・配当金 282 248
貸付金利息 － －

不動産賃貸料 － －

その他利息配当金 0 0
－ －

－ －

－ －

56 67
国債等債券売却益 52 66
株式等売却益 － －

外国証券売却益 3 0
その他 － －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

340 318

（単位：百万円）

2013年度 2014年度

1 0
－ －

－ －

－ －

0 －

国債等債券売却損 0 －

株式等売却損 － －

外国証券売却損 0 －

その他 － －

－ －

国債等債券評価損 － －

株式等評価損 － －

外国証券評価損 － －

その他 － －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

47 52
49 52

区　　　分

利息及び配当金等収入

商品有価証券運用益

金銭の信託運用益

売買目的有価証券運用益

金銭の信託運用損

売買目的有価証券運用損

有価証券売却損

有価証券売却益

有価証券償還益

金融派生商品収益

為替差益

貸倒引当金戻入額

賃貸用不動産等減価償却費

その他運用費用

合　　　　　計

(4) 資産運用関係収益

(5) 資産運用関係費用

有価証券評価損

有価証券償還損

金融派生商品費用

その他運用収益

合　　　　　計

為替差損

貸倒引当金繰入額

貸付金償却

区　　　分

支払利息

商品有価証券運用損
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(6)資産運用に係わる諸効率

① 資産別運用利回り

（単位：%）

2013年度 2014年度

0.06 0.07
－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

0.89 0.75
0.86 0.80
－ －

1.24 0.84
－ －

－ －

0.65 0.53
1.24 0.84

（注）1.

2. 海外投融資とは、外貨建資産と円建資産の合計です。

② 売買目的有価証券の評価損益

該当ありません。

商品有価証券

区　　分

現預金・コールローン

買現先勘定

債券貸借取引支払保証金

買入金銭債権

金銭の信託

有価証券

うち公社債

うち株式

うち外国証券

貸付金

不動産

一般勘定計

利回り計算式の分母は帳簿価額ベースの日々平均残高、分子は経常損益中、
資産運用収益－資産運用費用として算出した利回りです。

うち海外投融資
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③ 有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

（単位：百万円）

差益 差損 差益 差損

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

41,509 42,008 499 503 4 52,404 52,948 544 572 27
29,106 29,507 401 404 3 34,971 35,457 485 506 20

－ － － － － － － － － －

9,001 9,098 97 98 0 12,429 12,488 58 65 7
公社債 9,001 9,098 97 98 0 12,429 12,488 58 65 7
株式等 － － － － － － － － － －

3,402 3,402 － － － 5,003 5,003 － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

41,509 42,008 499 503 4 52,404 52,948 544 572 27
29,106 29,507 401 404 3 34,971 35,457 485 506 20

－ － － － － － － － － －

9,001 9,098 97 98 0 12,429 12,488 58 65 7
9,001 9,098 97 98 0 12,429 12,488 58 65 7

－ － － － － － － － － －

3,402 3,402 － － － 5,003 5,003 － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

（注）時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は保有しておりません。

④ 金銭の信託の時価情報

該当ありません。

区　　分

2013年度末 2014年度末

帳簿価額 時価
差　損　益

帳簿価額 時価
差　損　益

公社債

株式

外国証券

公社債

株式等

その他の証券

買入金銭債権

譲渡性預金

その他

満期保有目的の債券

責任準備金対応債券

子会社・関連会社株式

合　　　  計

その他有価証券

公社債

株式

外国証券

その他の証券

買入金銭債権

譲渡性預金

その他
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4．貸借対照表

金額 構成比 金額 構成比

（資　産　の　部）

現金及び預貯金 2,835 5.1 3,562 5.4 726
現金 － － － － －

預貯金 2,835 5.1 3,562 5.4 726
コールローン 83 0.1 3 0.0 △ 80
有価証券 48,240 86.1 55,548 83.8 7,307

国債 29,507 52.7 33,690 50.8 4,182
社債 － － 1,766 2.7 1,766
外国証券 9,098 16.2 12,488 18.8 3,389
その他の証券 9,634 17.2 7,602 11.5 △ 2,031

有形固定資産 66 0.1 65 0.1 △ 1
建物 48 0.1 48 0.1 △ 0
その他の有形固定資産 17 0.0 16 0.0 △ 1

無形固定資産 246 0.4 233 0.4 △ 12
ソフトウェア 202 0.4 193 0.3 △ 8
その他の無形固定資産 43 0.1 39 0.1 △ 3

再保険貸 354 0.6 523 0.8 169
その他資産 317 0.6 2,199 3.3 1,881

未収金 67 0.1 1,955 3.0 1,888
前払費用 66 0.1 59 0.1 △ 6
未収収益 73 0.1 55 0.1 △ 18
預託金 105 0.2 105 0.2 0
仮払金 1 0.0 18 0.0 16
その他の資産 2 0.0 3 0.0 0

繰延税金資産 3,871 6.9 4,167 6.3 296
資産の部合計 56,015 100.0 66,302 100.0 10,287

（単位：百万円、%）

                              期   別

科    目

2013年度末

（2014年3月31日現在）

2014年度末

（2015年3月31日現在） 比較増減
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（単位：百万円、%）

金額 構成比 金額 構成比

　（負　債　の　部）

保険契約準備金 31,482 56.2 35,617 53.7 4,135
支払備金 4,522 8.1 5,318 8.0 796
責任準備金 18,658 33.3 18,342 27.7 △ 316
契約者配当準備金 8,301 14.8 11,956 18.0 3,654

代理店借 19 0.0 21 0.0 2
再保険借 567 1.0 536 0.8 △ 31
その他負債 671 1.2 1,228 1.9 556

未払法人税等 513 0.9 506 0.8 △ 7
未払金 1 0.0 501 0.8 500
未払費用 121 0.2 181 0.3 59
預り金 26 0.0 30 0.0 3
資産除去債務 9 0.0 9 0.0 －

仮受金 － － 0 0.0 0
退職給付引当金 384 0.7 446 0.7 62
特別法上の準備金 49 0.1 59 0.1 10

価格変動準備金 49 0.1 59 0.1 10
本支店勘定 6 0.0 5 0.0 △ 1
負債の部合計 33,181 59.2 37,915 57.2 4,734
（純　資　産　の　部）

持込資本金 17,243 30.8 23,243 35.1 6,000
剰余金 5,244 9.4 4,756 7.2 △ 488

繰越利益剰余金 5,244 9.4 4,756 7.2 △ 488
持込資本金等合計 22,488 40.1 27,999 42.2 5,511
その他有価証券評価差額金 345 0.6 387 0.6 41
評価・換算差額等合計 345 0.6 387 0.6 41
純資産の部合計 22,833 40.8 28,386 42.8 5,553
負債及び純資産の部合計 56,015 100.0 66,302 100.0 10,287

比較増減
                              期   別

科    目

2013年度末

（2014年3月31日現在）

2014年度末

（2015年3月31日現在）
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（注記事項）

1.　　会計方針に関する事項

(1)  有価証券の評価基準及び評価方法

(2)  有形固定資産の減価償却の方法

(3)  自社利用のソフトウェアの減価償却方法

(4)  外貨建資産等の本邦通貨への換算基準

(5)  貸倒引当金の計上方法

(6)  退職給付引当金の計上方法

(7)  価格変動準備金の計上方法

(8)  消費税等の会計処理方法

(9)  責任準備金の積立方法

2.   金融商品の状況に関する事項及び金融商品の時価等に関する事項

(1)  金融商品に対する取組方針

(2)  金融商品の内容及びそのリスク

(3)  金融商品に係るリスク管理体制

当社の保有する金融資産は有価証券が大宗を占め、主に円貨建公社債（円貨建外債を含む）と投資信託から構成され
ております。一般勘定で運用する有価証券は、国債、政府保証債、円貨建外債とマネー・マネージメント・ファンドなどの
円貨建短期金融商品へ投資する投資信託から構成され、「その他目的」区分で保有しております。これらは金利リスク及
び信用リスクに晒されております。金利リスクとは金利の変動により保有資産の市場価値が変動し、損失を被るリスクで
す。信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、資産の価値が減少・消失し、損失を被るリスクです。なお、
特別勘定で運用する有価証券は「売買目的」区分で保有しております。

保険業法第118条第1項に規定する特別勘定以外の勘定である一般勘定の金融資産に係る金利リスクおよび信用リス

ク管理につきましては、当社のリスク管理基本規程ならびに資産運用方針に基づき、資産配分や金利感応度及び信用
供与枠の抵触状況をリスク管理担当部署が日次でモニタリングするとともに、四半期毎に投資委員会ならびにその上位
機関であるジャパンリスク管理委員会へ報告する体制となっております。

貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基準を準用して計上することとしています。なお、当期末において、
貸倒引当金の計上はありません。

有価証券（現金及び預貯金のうち有価証券に準じるものを含む）の評価は、売買目的有価証券については時価法（売却
原価の算定は移動平均法）、その他有価証券のうち時価のあるものについては3月末日の市場価格等に基づく時価法

(売却原価の算定は移動平均法)によっており、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理

しております。

有形固定資産の減価償却方法は定額法により行っております。

責任準備金は保険業法第199条において準用する同法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金について

は金融庁長官が定める方式（平成8年大蔵省告示第48号）により計算しております。また、当期より保険業法施行規則第

150条第5項の規定に基づき、追加責任準備金を積み立てております。

保険業法第118条第1項に規定する特別勘定以外の勘定である一般勘定の資産運用は、生命保険会社の資産の性格

に基づき安全性・収益性・流動性に十分配慮しながら、中長期的に安定した収益の確保を目指すことを運用の基本方針
として、円貨建公社債等への投資を行っております。保険業法第118条第1項に規定する特別勘定の資産運用は、各特

別勘定の流動性を確保しつつ、投資信託による運用を行っております。

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、退職給付に関する会計基準に基づく小規模企業等における簡便
法を採用し、当期末において発生していると認められる要支給額を計上しております。

価格変動準備金は、保険業法第199条において準用する同法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間に基づく定額法により行っております。

外貨建資産・負債は3月末日の為替相場により円換算しております。
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(4)  金融商品の時価等に関する事項

（単位：百万円）

貸借対照表
計上額

時価 差額

現金及び預貯金 3,562 3,562 －

コールローン 3 3 －

有価証券 55,548 55,548 －

　売買目的有価証券 2,599 2,599 －

　その他有価証券 52,948 52,948 －

時価の算定方法

①現金及び預貯金・コールローン

これらはすべて短期であるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によっております。

②有価証券

3. 有形固定資産の減価償却累計額は84百万円であります。

4.

5. 契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。

当期首現在高   8,301百万円

当期契約者配当金支払額   7,670百万円

利息による増加等              － 円

契約者配当準備金繰入額 11,325百万円

当期末現在高 11,956百万円

6.

7.

8.

9. 

10. 本支店勘定

本支店勘定は、本店との日常取引で生じる資金の貸借額を計上しております。

11. 持込資本金

持込資本金は、日本国内に持ち込んだ金額のうち、保険業法第197条の自己資本に相当するものを計上しております。

12. 金額は記載単位未満を切捨てて表示しております。

保険業法施行規則第160条において準用する同規則第73条第3項において準用する同規則第71条第1項に規定する再保

険を付した部分に相当する支払備金（以下「出再支払備金」という。）の金額は80百万円、同規則第160条において準用す

る同規則第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」という。）の金額は

51百万円であります。

主な金融資産にかかる貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

市場価格等のある有価証券につきましては3月末日の市場価格によっております。なお、市場価格のない有価証券は

保有しておりません。

保険業法第199条において準用する同法第118条に規定する特別勘定の資産の額は、4,024百万円であります。なお、負

債の額も同額であります｡

保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当期末における当社の今後の負担見積額は660百

万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。

繰延税金資産の総額は4,324 百万円、繰延税金負債の総額は157 百万円であります。繰延税金資産発生の主な原因別

内訳は保険契約準備金4,096 百万円、退職給付引当金128 百万円であります。繰延税金負債発生の主な原因は、その他

有価証券評価差額金に係る税効果相当額157 百万円であります。

保険業法第190条にて定めのある保険契約者保護のための供託に関しては、BNPパリバ銀行による銀行保証契約をもっ

てそれに代わるものとしているため、貸借対照表上純資産の部には表記されておりません。
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　5．損益計算書

2013年度 2014年度
2013年4月1日から

2014年3月31日まで

2014年4月1日から

2015年3月31日まで

経常収益 40,166 45,845 5,679
保険料等収入 38,428 44,054 5,626

保険料 37,351 42,940 5,589
再保険収入 1,076 1,113 36

資産運用収益 813 1,459 645
利息及び配当金等収入 284 251 △ 33
   預貯金利息 1 2 0
　 有価証券利息・配当金 282 248 △ 33
　 その他利息配当金 0 0 △ 0
有価証券売却益 56 67 10
特別勘定資産運用益 472 1,140 668

その他経常収益 925 332 △ 593
年金特約取扱受入金 － 10 10
支払備金戻入額 － － －
責任準備金戻入額 924 316 △ 607
その他の経常収益 1 5 4

経常費用 26,719 29,114 2,394
保険金等支払金 21,870 23,884 2,014

保険金 8,256 7,889 △ 366
年金 86 35 △ 51
給付金 9,066 11,093 2,026
解約返戻金 2,902 3,329 426
その他返戻金 0 0 △ 0
再保険料 1,557 1,537 △ 20

責任準備金等繰入額 323 796 473
支払備金繰入額 323 796 473
責任準備金繰入額 － － －

資産運用費用 49 52 3
支払利息 1 0 △ 0
有価証券売却損 0 － △ 0
その他運用費用 47 52 4

事業費 4,251 4,120 △ 130
その他経常費用 225 259 33

税金 83 112 28
減価償却費 82 85 2
退職給付引当金繰入額 57 60 2
その他の経常費用 1 1 0

経常利益 13,446 16,731 3,284
特別利益 － － －

特別損失 14 18 4
固定資産等処分損 5 7 1
価格変動準備金繰入額 8 10 2

7,961 11,325 3,364
5,471 5,387 △ 83
3,001 2,582 △ 418

△ 1,080 △ 299 780
1,920 2,283 362
3,550 3,104 △ 445
5,126 5,244 118
3,432 3,593 161
5,244 4,756 △ 488

当期純利益

繰越利益剰余金（当期首残高）

本社送金

繰越利益剰余金

（単位：百万円）

特
別

損

益
の

部

契約者配当準備金繰入額

税引前当期純利益

法人税及び住民税

比較増減

法人税等調整額

法人税等合計

科　　目

経
常
損
益
の
部
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1. 有価証券売却益の内訳は、国債等債券66百万円、外国証券0百万円であります。

2.

3. 金額は記載単位未満を切捨てて表示しております。

（注記事項）

支払備金繰入額の計算上足し上げられた出再支払備金戻入額は87百万円、責任準備金戻入額の計算上差し引か
れた出再責任準備金戻入額は30百万円であります。
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（単位：百万円）

2013年度 2014年度

A 14,703 18,205

56 67

金銭の信託運用益 － －

売買目的有価証券運用益 － －

有価証券売却益 56 67
金融派生商品収益 － －

為替差益 － －

その他キャピタル収益 － －

0 －

金銭の信託運用損 － －

売買目的有価証券運用損 － －

有価証券売却損 0 －

有価証券評価損 － －

金融派生商品費用 － －

為替差損 － －

その他キャピタル費用 － －

B 55 67

A+B 14,758 18,272

－ －

再保険収入 － －

危険準備金戻入額 － －

個別貸倒引当金戻入額 － －

その他臨時収益 － －

1,311 1,540

再保険料 － －

危険準備金繰入額 1,311 1,345
個別貸倒引当金繰入額 － －

－ －

貸付金償却 － －

その他臨時費用 － 195
C △ 1,311 △ 1,540

A+B+C 13,446 16,731

　6．経常利益等の明細（基礎利益）

　7．債務者区分による債権の状況

　　　該当ありません。

キャピタル損益

キャピタル損益含み基礎利益

臨時収益

臨時費用

基礎利益

キャピタル収益

キャピタル費用

特定海外債権引当勘定繰入額

　8．リスク管理債権の状況

　　　該当ありません。

臨時損益

経常利益
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2013年度末 2014年度末

 ソルベンシー・マージン総額 (A) 30,797 36,736

200 200

49 59

10,316 11,661

－ －

449 489

－ －

153 135

－ －

－ －

18,895 23,916

－ －

734 273
 リスクの合計額　

　(B) 10,293 11,691

保険リスク相当額 R1 7,453 8,438

第三分野保険の保険リスク相当額 R8 2,569 2,928

予定利率リスク相当額 R2 0 0

最低保証リスク相当額 R7 1 －

資産運用リスク相当額 R3 1,003 1,275

経営管理リスク相当額 R4 220 252

598.3% 628.4%

（注） 1.
2.
3. 最低保証リスク相当額は、標準的方式を用いて算出しています。

（単位：百万円）

供託金等は、保険業法第190条にて定めのある供託金に代わる銀行保証契約の契約金額を記載しています。

上記は、保険業法施行規則第161条、第162条及び平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出しています。

一般貸倒引当金

その他有価証券の評価差額×90％ （マイナスの場合100％）

土地の含み損益×85％ （マイナスの場合100％）

全期チルメル式責任準備金相当額超過額

負債性資本調達手段等

全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び
負債性資本調達手段等のうち、マージンに算入されない額

 ソルベンシー・マージン比率

持込資本金等

控除項目

その他

　9．ソルベンシー・マージン比率

項　　　目

供託金等

価格変動準備金

危険準備金

 (R1 + R8 )2 + (R2 + R3 + R7 )2 +  R4

(A)
(1/2) x (B)

x 100
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（単位：億円）

2013年度末 2014年度末

－ －

62 40
－ －

62 40

① 保有契約高

（単位：千件、億円）

件　　数 金　　額 件　　数 金　　額

1 69 0 38

② 年度末個人変額年金保険特別勘定資産の内訳

（単位：百万円、%）

金　　額 構成比 金　　額 構成比

38 0.6 48 1.2
6,231 99.1 2,599 64.9

－ － － －

－ － － －

外国証券 － － － －

公社債 － － － －

株式等 － － － －

その他の証券 6,231 99.1 2,599 64.9
－ － － －

14 0.2 1,357 33.9
－ － － －

6,285 100.0 4,006 100.0

　10．2014年度特別勘定の状況

個人変額年金保険

区　　分

区　　分
2013年度末

(1) 特別勘定資産残高の状況

(2) 個人変額年金保険（特別勘定）の状況

区　　分

個人変額保険

個人変額年金保険

団体年金保険

特別勘定計

2014年度末

2013年度末 2014年度末

有価証券

現預金･コールローン

その他

貸倒引当金

合計

公社債

株　式

貸付金
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（単位：百万円）

2013年度 2014年度

金　　額 金　　額

利息配当金等収入 140 88
有価証券売却益 9 9
有価証券償還益 131 375
有価証券評価益 921 766
為　替　差　益 － －

金融派生商品収益 － －

その他の収益 － －

有価証券売却損 13 14
有価証券償還損 2 －

有価証券評価損 714 85
為　替　差　損 － －

金融派生商品費用 － －

その他の費用 － －

収　支　差　額 472 1,140

該当ありません。

該当ありません。

以　上

　11．保険会社及びその子会社等の状況

　（参考）証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況について

区　　分

③ 個人変額年金保険特別勘定の運用収支状況
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